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主
な
内
容

☆事業運営の理念と基本方針―ロロ・・・・・・・・

☆利用者募集、はまゆう家族会の活動・口"ロ

☆壁飾り、クリスマス会を開催して、就労移行

☆趣味の会【DVD視聴】、行事案内等・・・・・・
定着支援事業

□
□
□
□

事業運営の理念と基本方針

精神疾患や障がいのある人は、病院に入通院している人だけでも国内に323万人いると言われ

ており、医療法の五大疾病に定められました。誰しもが望んでなつたわけではないのに、突然の発

症に苦しみ、人生に失望し命を絶つことさえある中で、様々な混乱を乗り越えて、はまゆうサポート

センターにやっとの思いでたどり着いた方もあると思います。

ボストン大学のアンソニー教授は、「リカバリーとは、病気がもたらす辛く悲しい影響を乗り越えて

成長し、人生に新しい目的や意味を見出そうとする道のり」と言われました。

利用者の皆さんは、それぞれに自身のリカバリーを望んでおられます。目指すものや形は違つて

いますが、私たちは、その目標に一歩一歩と近づけるように、「共に歩む」姿勢で寄り添い、希望を

与えられる存在でありたいと思います。

心理社会的支援は、「心に働きかけて脳を回復させることを目指す」と言われています。心に働き

かけられるのは、専門的知識に裏打ちされた「言語・動作口態度」であり、研鑽と豊かな人間性が要

求されます。私たちは日々研鑽に努め人間性を磨き、継続してより良い支援ができますよう、職員

間の連携と協力と調和を図つてまいります。

私たちの仕事は、そのまま社会貢献につながる貴い仕事だと思います。ご家族の皆様、行政の

方々、地域の皆様方と緊密な連携を図り、障がいのある方やそのご家族が安心して暮らせる共生

社会の実現を目指し、日々努力精進してまいります。

理 念

本法人は、どこまでも利用者のリカバリーを目指し、利用者と共に歩むことを使命とします。

基本方針

1.私たちは、利用者に寄り添い、人間性の向上、専門的な知識と技術の研鑽に努めます。
2.私たちは、職員間の連携と協調を図り、利用者により良い支援の提供ができるように
努めます。

3.私たちは、家族、地域、行政と連携を緊密にして、福祉サービスの充実を図り、
社会貢献に努めます。
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雇用契約を結ばないで軽

作業などの就労訓練を行う

福祉サービス。

〆働くために必要な知識やス

キルの習得、企業実習や職

場環境を整えるお手伝いを

します。

あなたも、自分らしい働きか

たを私たちと一緒に見つけ

ませんか !

―

                  勲

―

… …

はまゆう家族会の活動中・ロー「家族による家族学習会」を実1

111で賛,す
る
で竹
鞘
育|は
… … 騰 神障が晴 家族のピアサポー離 鮮 判

|1 精神疾患を患った人の家族を「参加者」として迎え、同じ立場の家族が担当者としてチームで運営・実施する小グ

ループで行う体系的な学習プログラムです。

家族学習会という名称ですが、ただ単に知識や情報を得ることだけを目的にしているのではありません。

社会や自身の偏見から、誰にも話すことができず、孤立している方が多くいらっしゃいます。そのため家族同士が

学びあい、支え合いの場を提供することで、正しい知識や対応の仕方を学ぶとともに、家族の孤立感を軽減し、家

族が元気になることを目的にしています。

はまゆう家族会では平成 24年から家族学習会を実施しており、令和 3年で 10年 目を迎えました。本年度も家族

学習会を開催することにしています。
一人で悩まないで、家族学習会に参加してみませんか !

2,担当者の感想

私が初めて家族学習会に参加したのは 8年前、翌年からは担当者としてこれまで 5回、家族学習会に参加しまし

た。初めて参加したときのことを振り返つてみると、何を話していいかわからず、不安な気持ちでした。

でも、回を重ねていくことで、多くの参加者との出会いがあり、同じ家族として体験的知識を共有できました。

参加者の皆さんが、話してよかつた、聞いてもらえてよかったと笑顔が出て元気になっていく様子を見てこちらが

元気をもらいました。 家族が元気になれば当事者も変わつてきます。

3,参加者
口自分みたいに幸い体験をしている人はいないと思つていましたが、体験して

いる人、理解してくれる人が多く、安心して話せました。

・将来のことを考えたら不安になりますが、人との関わりができて一人ではないと

感じ、相談できる場があるので心強いです。学習会に参加してよかったです。

・娘 (当事者)が 10年間ひきこもりで、会話もなく食事も一緒にしたことがなく、

l 誰にも言えず苦しかつたが、話すことができて気持ちが楽になった。
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家族による家族学習会
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壁
飾
り

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
理
実
習
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
“員
い
物
等
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
月
に

一
回
あ
る
外
出
訓
練
を
み
な
さ
ん
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
、
外
出
す
る
機

会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
室
内
活
動
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
中
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
昨
年

９
月
か

ら
、
壁
飾
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
壁
飾
り
の
目
的
と
し
て
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
で
協
力
を
し
な
が
ら

一
つ
の
壁
飾
り
を

完
成
す
る
こ
と
で
、
室
内
が
明
る
い
雰
囲
気
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
月
ご
と
、
季
節
ご
と
に
作
成
を
し
て
い
る
た
め
、
視

覚
で
季
節
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
作
業
を
す
る
中
で
、
他
者
と
の
関
わ
り
も
生
ま

れ
、
壁
飾
り
を
通
し
て
、
季
節
ご
と
の
行
事
等
、
音
の
思
い

出
を
回
想
し
な
が
ら
、
話
も
弾
ん
で
い
ま
す
。
作
成
時
は
、

利
用
者

の
方
々
の
得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
折
り
紙

製
作
や
、
画
用
紙
の
切
り
貼
り
等
を
行
い
、
役
割
を
担
っ
て

頂
く
こ
と
で
、
達
成
感
や
自
信
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
て
　
一

昨
年

‐２
月

２３
日
（木
）
に
、
は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
同
様
、
各
事
業
ご
と
に
行
な
い

ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
一
ヶ
所
に
集
ま
り
、
盛

大
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一二
密

ロ

集
団
を
避
け
て
、
利
用
者
が
少
し
で
も
楽
し
め
る
よ

う
な
企
画
を
利
用
者
と
職
員
が
考
え
、
準
備
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

伝
画
ゲ
ー
ム
（絵
を
使
っ
た
伝
言
ゲ
ー
ム
Ｙ
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
・射
的
ロオ
セ
ロ
等
を
行
い
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
形
式
の
プ
レ
ー
ト
を
美
味
し
く
食
べ
、
大
満

足
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
感
想
を
利
用
者
の
方
々
に
聞
く

と
、
「ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
盛
り
上
が
っ
た
。
昼
食
が
美

味
し
く
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ク
オ
カ
ー
ド
を

も
ら
っ
て
、
嬉
し
か
っ
た
。
」
等
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

き
、
全
体
で
開
催
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

就
労
移
行
事
業
は
、
就
職
に
向
け
て
「
訓
練
す

る
所
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
就
労
移
行
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
利
用

者
の
二
―
ズ
、
得
意
不
得
意
、
障
が
い
の
状
況
や

病
識
な
ど
情
報
を
集
め
て
整
理
を
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
利
用
者
が
苦
手
な
こ
と

は
就
職
先
に
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。
病
気
の
サ

イ
ン
や
症
状
へ
の
対
処
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
克

服
す
べ
き
苦
手
意
識
を
抽
出
し
て
か
ら
訓
練
内

容
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

就
職
活
動
の
準
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
定
着
支
援
は
就
職
後
の
安
定
し
た
支
援

を
継
続
す
る
、
あ
る
い
は
新
た
に
浮
き
彫
り
と
な

る
課
題
を
元
に
個
別
支
援
計
画
を
た
て
、
面
談
や

会
社
訪
間
、
振
り
返
り
に
よ
っ
て
長
く
働
く
た
め

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の

一Ｌ「一一一　　　　・鵡玉｝
一宅
ｔ

バ
尊
●

お

義

や響一
″̈
」

島
　
　
や
ヽ

／
．
　

　

　

〔
二
事
・

ギ
』

一
一

器
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■
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博地
琳
Ю‐ＡＦ
【‐Ｄｌｖ
理
罐
膚
」

趣
味
の
会
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
飴
づ
く
り
・夏
祭
り
・声
屋
海
岸
へ
の

散
策
等
、
利
用
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
余
暇
活

動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
出
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
中
、
利
用

者
の
方

々
が
安
心
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
Ｄ

Ｖ

Ｄ

で
映
画

「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
な
の
で
、
感
染
予
防
を
十
分
に
行
い
、
お

弁
当
・お
や
つ
・お
茶
等
を
準
備
し
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。

「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
」
は
、
２
０
０
９
年
５
月
に
公
開
さ
れ

た
、
ア
メ
リ
カ
映
画
で
す
。
真
夜
中
に
展
示
物
が
動
き
出
す
不
思

議
な
博
物
館
を
舞
台
に
、
夜
間
警
備
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ

た
主
人
公
の
活
躍
を
描
い
た
コ
メ
デ
ィ
「ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

続
編
で
す
。

利
用
者

の
方
か
ら
は
、
「
Ｄ

Ｖ

Ｄ
を
観
て
、
楽
し
め
た
。
お
に

ぎ
り
弁
当
は
、
か
な
り
美
味
し
か
っ
た
。
」
と
い
つ
声
が
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て
楽
し
め
る
趣
味
の

会
を
企
画
し
て
、
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
事
案
内

【家
族
会
総
会
】

＊
日
時
¨
５
月

２９
日
（日
）

＊
場
所

は̈
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【第

６
回
福
精
連
大
会
】

＊
日
時
¨
９
月

９
日
（金
）

＊
場
所

未̈
定

【家
族
会
ラ
イ
ン
グ
ル
ト
プ
懇
談
会
】

＊
第

１４

回

、
日

時

一
６

月

２６

日

（
日

）

＊
第

１５
回
、
日
時

一
８
月
（未
定
）
日

＊
第

１６
回
、
日
時
¨
９
月
（未
定
）
日

＊
場
所

オ̈
ン
フ
イ
ン

新型コロナウイルスの感染拡大の状況などによって

は、変更口中止となる場合があります。

★令和 4年度「家族による家族学習会」日程

会場 :はまゆうサポートセンター

実施回 月  日 時  間

第 1回 8月 28日 13:00～ 16:00

第 2回 9月 25日 13:00～ 16:00

第 3回 10月 23日 13:00～ 16:00

第 4回 11月 20日 13:00～ 16:00

第 5回 12月 18日 13:00～ 16:00

家族電話相談 (福岡県委託事業)

「心の相談電話」のご案内

奮 家族のための、電話相談受け付けます。雷

精神障がいのある家族を、家族だけで抱えてい

ませんか ?
同じように悩み、いろいろなことを経験してきた

家族が相談に応じます。

｀
対象者

心の病 (統合失調症、うつ病、発達障が

いなど―日)を持つ方のご家族。

電話番号 :080-1729-1955

相 談 日 :毎週金曜日
相談時間 :13:00～ 16:00

秘密は守ります。地域福祉情報も提供します。

★はまゆう家族会賛助会員加入のお願い

はまゆう家族会の活動に、ご理解とご協力を

いただける方を募つています。

≪年会費≫ 個人様 1回  37000円

団体様 1回 10,000円

お申込みは、はまゆうサポートセンター

事務局へお問い合わせください。

丁EL : 093-201-6151

【編集】社会福祉法人はまゆう福祉会  〒807-0046福岡県遠賀郡水巻町吉田西3丁目19-11
【発行】QSK九州障害者定期刊行物協会 〒812-0044福岡市博多区千代4-29-24三 原第3ビル3F
【定価】100円 購読料は会費等に含まれます。


